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【背景・目的】 

山梨県特産であるスモモやブドウでは、外観（果皮色）や味がバラエティに富んだ様々な品種が育成

されているが、これらは品種ごとに色合いが異なり、外観による収穫時期の判断が難しい。そこで生産

者が果皮色を基準として、それぞれの品種の収穫適期の判断ができるような色表（カラーチャート）の

開発を目指し、研究開発を行った。 このカラーチャートが実用化されると、就農経験の多少に関わら

ず果実の収穫適期の判断ができるようになり、高品質な果実の出荷が可能になる。  

 

【得られた成果】 

 今年度はサマービュート（スモモ）とシャインマスカ

ット（ブドウ）のカラーチャートの開発を進めた。 

サマービュートについては、果樹試験場で測色された

果皮色のL*a*b*値をもとにチャート色の作成を行った。

赤色部分と地色部分、ブルームの有無、それぞれの果皮

色によるチャート色を作成し、仮カラーチャートを開発

した（図1（上））。 

それらの仮カラーチャートは、実際に果皮色判定に使

用し、視認性や使用感についての検討を行った。その結

果、ブルームのある状態のカラーチャート、チャート色

の段階調整および背景色を変更するなどの修正を行っ

た。修正したカラーチャートは、再び果皮色判断に使用

して有用性の検討を行った。その結果、果実の熟成過程

を適切に現しているとの評価が得られた（図1（下））。 

シャインマスカットについては、果皮を測色した

L*a*b*値から作成したチャート色が適切でなかったた

め、各時期に撮影した熟成果粒の写真データからチャー

ト色を作成し、仮カラーチャートを開発した（図2（上））。 

作成した仮カラーチャートは、サマービュート同様

に、実際に果皮色判定に使用し、視認性や使用感につい

ての検討を行った。その結果、ブルームのある状態のカ

ラーチャート、チャート色の段階調整および背景色を変

更するなどの修正を行った。修正したカラーチャート

は、再び果皮色判断に使用して有用性の検討を行った。

その結果、果実の熟成過程を適切に現しているとの評価

が得られた（図2（下））。 

 

【成果の応用範囲・留意点】 

 試作版カラーチャートは単純な矩形の形状であるが、実際 

の現場作業の状況に応じた適切な形状を検討し、修正していく。また、今年度作成した試作版カラーチ

ャートについては、同一の作成環境と同一の出力機器で作成することによりチャート色の一定化を図っ

ているが、今後は測色による一定管理を予定している。 
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図2 シャインマスカットの仮カラーチャート（上）
修正後の試作版カラーチャート（下） 

図 1 サマービュートの仮カラーチャート（上）
修正後の試作版カラーチャート（下） 

 

 


